
内在性レトロウイルスを介した全能性制御機構の解明

~ウイルスによる宿主ゲノム制御の理解に向けて~
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＜研究概要＞
全能性とは、あるひとつの細胞がいかなる細胞種にも分化できる能力を指し、我々ヒトを含む哺乳動物においては、その後個体
になる受精卵のみが唯一全能性を発揮できます。しかしながら、その性質や機能を担保する分子機構は、現在まで全く明らかに
されていません。本課題で私は、生物進化の過程で感染した内在性レトロウイルスによる宿主ゲノム制御という新たな観点から、
受精卵特有の全能性制御機構の解明を目指します。

細胞レベルから個体レベルの生物学および
その関連分野/発生生物学関連

創発


	内在性レトロウイルスを介した全能性制御機構の解明

